
ヨウシュヤマゴボウ、セイタカアワダチソウが繁茂していたがほとんど見られなくなった。
緑陰が多い為か、在来植物群がうまく維持できている。
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まだまだ外来種はこ
ぼれ種等で顔を見せ
るが在来種のほうが
種類が多い。また草丈
は低く維持できてい
る。

外来種駆除を継続除
草し、草丈の大きくな
るものは減少した。

当初はセイタカアワダ
チソウ・ヒメムカシヨ
モギ・アレチノギクな
どが背丈の高くなる
外来種が繁茂してい
た。


